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アンゴラ共和国月報 

２０１８年７月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●国家開発計画 2018-2022 が発表された。同計画は，保健，教育分野を中心とした社

会経済分野への支出の増加を想定している。 

●８月１５日に国会は閉会となる見込み。 

【外交】 

●４日，ロウレンソ大統領はフランス（ストラスブール）にて開催された欧州議会総

会において演説を行った。 

●アウグスト外務大臣はポルトガルを訪問し，コスタ首相及びソウザ大統領と会合を

持った。コスタ首相が９月１７，１８日の日程でアンゴラ訪問予定。 

●７月２５日～２７日の間に開催されたＢＲＩＣｓサミットに出席したロウレンソ大

統領は，アンゴラがＢＲＩＣｓに加盟したい意向を有していると表明。 

【経済】 

●１０日～１４日の日程でルアンダ国際産業見本市（FILDA）が開催された。 

●１７日、アンゴラ中央銀行（BNA）の金融政策委員会が行われ、政策金利を１８％か

ら１６．５％へ引き下げ，また国内通貨クワンザの法定準備率を１９から１７％（※

外貨については１５％で維持）に引き下げる決定を行った。 

●６月の外貨準備高は１２９億８６００万ドルとなり，１４１億２０００万ドルであ

った対前月比で１０％減少した。

内政 

１．国家開発計画 2018-2022 

国家開発計画 2018-2022 が発表された。同計画

は，保健，教育分野を中心とした社会経済分野へ

の支出の増加を見込んでおり，公共サービス全般，

防衛，治安のための支出は削減されることが想定

されている。保健分野に関して，２０１８年の歳

出は全体の８．５３％であるが，これが２０１９

年及び２０２０年には１２．５％，２０２１年及

び２０２２年は１５％に増加していく見込み(AP 

7/5)。 

２．公共事業 

マンゲイラ財務大臣によれば，ロウレンソ大統

領は，予算不足により滞っていた公共事業を短期

間で完工させるための大統領令に署名する準備を

行っていると述べた。公共事業の分野は，教育，

保健，下水整備，道路，地割れの改修，エネルギ

ー，水等多岐に及ぶ(JA 7/6)。 

３．ンバンザ・コンゴ遺跡 

７月８日，昨年ンバンザ・コンゴ遺跡がＵＮＥ

ＳＣＯによって世界遺産登録されてから１年を経

過し，同遺産の世界遺産登録を示すプレートの除

幕式が執り行われた。同式典にはセルケイラ文化

大臣が出席(OBS 7/8)。 

４．ウイラ州にて閣議経済委員会定例会合 

１３日（金）、ウイラ州ルバンゴにて閣議経済

委員会定例会合が実施され、５月の政府財政報告、

２０１８年第三四半期の財政プログラム、ウイラ

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/6/27/PDN-traz-mais-recursos-para-sector-social,a56ec7d8-0e32-43d1-b8b5-04e2c4ab5be1.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/6/27/PDN-traz-mais-recursos-para-sector-social,a56ec7d8-0e32-43d1-b8b5-04e2c4ab5be1.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/pr_prepara_despachos_para_conclusao_de_obras
https://observador.pt/2018/07/08/cidade-angolana-ja-tem-placa-da-primeira-classificacao-do-pais-como-patrimonio-mundial/
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州、ナミベ州、クネネ州における民間投資プロジ

ェクトの進捗状況等について議論が行われた。同

定例会合後、ロウレンソ大統領はルバンゴ市の公

共インフラプロジェクト等につき視察（各紙 

7/14-15）。 

５．「タイ式詐欺」事件の裁判開始 

アンゴラ最高裁は、昨年に発生した「タイ式詐

欺事件（Burla à Tailandesa として知られる）」

において、関与が疑われているサシペンゴ・ヌン

ダ前アンゴラ国軍幕僚長の裁判プロセスを開始し

たことを明らかにした。なお本事件ではヌンダ氏

の他、ガルシア UTIP 長官（当時）、ヴァンドゥ

ーネン投資輸出促進庁（APIEX）長官なども容疑

者として捜査されている（各紙 7/18-19）。 

６．今期国会 

今期国会は８月１５日に終了する見込み。今期

国会において通例であれば各月に開催される討論

会が行われることはなかった。シリンビンビ

MPLA 議員団長によれば，これまで討論会は国会

の専門委員会において議論のたたき台が準備され

ていたが，規定に変更があり，各党が議論のテー

マを提案することになった。今期国会において

MPLA は政策実現のため，自党内での案件や，議

員団間の調整を優先したため討論会の開催に至ら

なかったと説明した(JA 7/30)。 

７．警察庁長官の交代 

ロウレンソ大統領は，アルフレッド・ミンガス

警察庁長官（通称：パンダ）を罷免し，パウロ・

ガスパル・デ・アルメイダ氏（元警察庁副長官）

を新長官に任命。ミンガス前警察庁長官は，７月

２４日にルアンダにて発生し，２名の死者をだし

た車両衝突事故に関与したとして自らロウレンソ

大統領に対して辞意を申し出た(DN 7/31)。 

８．地方選挙関係 

３１日，国土・国家改革省は，二ヶ月間に及ん

だ地方選挙法案集に関する公聴会の実施を終えた

と発表した。同公聴会は地方選挙の実施に係る６

つの法令についての国民の理解促進を目的として

実施されていたもの(AN 7/31)。 

９．外務省のスリム化 

２０１４年，シコティ外務大臣（当時）は，定

年退職の年齢に達している６０名以上の外務省職

員を退職させる決定を行った。この決定から４年

が過ぎ，アンゴラ外務省は現在定年退職の年齢に

達している職員を今年１２月までに退職させる意

向であり，本件に関して既に大統領による承認も

得られている(AN 7/29)。 

 

外交 

１．大統領の欧州議会出席 

（１）大統領府文官府は，３日，ロウレンソ大統

領はルアンダを出発し，欧州議会総会出席のため

フランス（ストラスブール）に向かうと発表(JA 

7/3)。 

（２）４日，ロウレンソ大統領は，欧州議会総会

において演説を行い，近い将来，現行の汚職及び

免責との戦いの結果はポジティブな形で見られる

と述べた。また，汚職と免責との戦いは社会の規

律を守る手段であり，よりよいビジネス環境を作

ることにもつながるとした。大統領はまた，現在

アンゴラ経済が迎えている苦境を克服するために

EU に支援を呼びかけた。(AP 7/5)。 

２．アンゴラ・ポルトガル関係 

（１）ポルトガル外相によれば，来週９日～１０

日の日程でアウグスト外務大臣はポルトガルを訪

問予定(OSB 7/2)。 

（２）９日，リスボンにてアウグスト外務大臣は

ソウザ葡大統領及びコスタ首相と会談を行う予定。

ロウレンソ大統領は，先週ストラスブールにて今

年中にポルトガルを訪問する可能性があると表明

しており，両国の関係は良好であると評価してい

る(AP 7/8)。 

（３）ポルトガルを訪問中のアウグスト外務大臣

はコスタ首相，ソウザ大統領と会合を持ち，ロウ

レンソ大統領からの親書をそれぞれに手渡した。

Expresso 紙によれば，ロウレンソ大統領は今秋

にポルトガルを訪問する予定で日程を調整中(OSB 

7/9)。 

（４）ブリュッセルにて行われている NATO 首脳

会談のマージンにて、シルヴァ葡外務大臣は、ア

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/parlamentares_terminam_o_ano_sem_debate_mensal
https://www.dw.com/pt-002/presidente-angolano-exonera-comandante-geral-da-pol%C3%ADcia/a-44897341
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58590/terminou-o-processo-de-auscultacao-publica-ao-pacote-legislativo-autarquico
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58555/diplomatas-em-idade-de-reforma-de-fora-ate-dezembro
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/joao_lourenco_discursa_no_parlamento_europeu
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/joao_lourenco_discursa_no_parlamento_europeu
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/27/augura-para-breve-resultados-sobre-corrupcao,ffdb4874-b6f1-474c-9b11-7843586d9b91.html
https://observador.pt/2018/07/02/governo-portugues-recusa-que-visita-de-rio-a-luanda-afete-deslocacao-de-costa/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/27/Presidente-portugues-recebe-chefe-diplomacia-angolana,244a69cf-d34a-43f5-8edb-7a3cc852f9b1.html
https://observador.pt/2018/07/09/presidente-angolano-vem-a-portugal-no-outono/
https://observador.pt/2018/07/09/presidente-angolano-vem-a-portugal-no-outono/
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ントニオ・コスタ葡首相が９月１７，１８日にア

ンゴラを訪問する旨を明らかにした。またコスタ

首相のアンゴラ訪問実現後は、速やかにロウレン

ソ大統領のポルトガル訪問も実現させたい意向を

伝えた(OBS 7/12)。 

（５）贈賄容疑でポルトガル司法当局から訴追さ

れていたヴィセンテ前アンゴラ副大統領の裁判案

件につき、ポルトガルからアンゴラの裁判所への

移送手続きが完了。裁判権の移送については、先

般にポルトガル司法当局がアンゴラに電子データ

を送付して移送していたが、紙媒体の書類一式を

受け取るまでアンゴラ側で手続きが開始できない

状態となっていた(JA 7/12）。 

（６）１７日，ロウレンソ大統領はカーボヴェル

デ・サル島で行われている CPLP 首脳会合での記

者会見にて、ポルトガル訪問は間違いなく実現さ

せることを明らかにした。一方、具体的な日程に

ついては明言せずポルトガル政府と調整する意向

を示した(OBS 7/17)。 

３．アンゴラ・スイス司法協力 

９日（月）より、アンゴラ検察庁長官の一行は

スイスを訪問。アンゴラの汚職撲滅及び予防に向

け、スイス司法当局との間で捜査円滑化（情報共

有等）に向けた司法協力のメカニズムを構築を進

めていることが明らかになった。スイスとアンゴ

ラは２０１５年に友好協力関係構築に向けた覚書

を締結済み(OP 7/11)。 

４．アウグスト外務大臣のモロッコ訪問 

１２、１３日、アウグスト外務大臣はモロッコ

を訪問。なお６月にはボウリタ・モロッコ外務大

臣がアンゴラを訪問している(AP 7/12)。 

５．CPLP 会合 

１７－１８日にカーボベルデのサル島で行われ

ていたポルトガル語諸国共同体（CPLP）首脳会合

にて、アンゴラが次期議長国（２０２０年）とな

ることが満場一致で決定した。また、次期 CPLP

事務総長には、フランシスコ・テレス氏（ポルト

ガル）が選ばれた。閉会後、ロウレンソ大統領は

カーボベルデ大統領やアフリカ開発銀行総裁と意

見交換を実施(JA 7/19）。 

６．アウグスト外務大臣の外遊 

２０日，アウグスト外務大臣はコンゴ共和国で

開催された「コンゴ民周辺地域における平和・安

全保障，協力に関する協定署名国代表者会議（閣

僚級）」に出席。アウグスト外相は，コンゴ共和

国訪問の後，外交アジェンダを携えて南ア，中国，

ドイツを訪問する予定(JA 7/21)。 

７．アンゴラ・ケニア関係 

（１）２２日，モニカ・ジュマ／ケニア外務大臣

がアンゴラに到着。２日のアンゴラ公式訪問の間，

政治，経済，経済，商業，産業，文化等多岐にわ

たる二国間協力強化のための議論が行われる(JA 

7/22)。 

（２）当地を訪問中のモニカ・ジュマ／ケニア外

務・国際貿易大臣は，大統領府でロウレンソ大統

領と会合を持ち，ケニアッタ大統領からロウレン

ソ大統領宛のケニアへの公式訪問の招待状をロウ

レンソ大統領に手渡した。会談の中で両国は石油，

運輸部門における協力関係を強化していくことを

確認。同大臣は，ケニアで天然資源が見つかった

ことにより，アンゴラの石油産業における知見か

ら学びたいと述べた(AP 7/23)。 

８．カビラ大統領のベンゲラ訪問中止 

２３日にベンゲラにおいて予定されていたカビ

ラ・コンゴ民大統領とロウレンソ大統領との会談

は，カビラ大統領からの出席の確認がとれなかっ

たとしてキャンセルとなった(OP 7/23)。 

９．スペイン首相の当地訪問の可能性 

ペドロ・サンチェス／スペイン首相が二国間関

係を強化することを目的として近々アンゴラを訪

問する予定である。具体的な訪問日程はまだ決ま

っていない(JA 7/25)。 

１０．BRICs サミット 

（１）２６日，ロウレンソ大統領は，ＢＲＩＣｓ

サミットに参加するためヨハネスブルグに到着し

た。同サミットには，アフリカのポルトガル語圏

諸国からはロウレンソ大統領の他，モザンビーク

のニュシ大統領が招待されており，今次訪問には

アウグスト外務大臣も同行している(AP 7/26)。 

https://observador.pt/2018/07/11/antonia-costa-em-angola-a-17-e-18-de-setembro/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/pgr_ja_recebeu_processo__do_caso_manuel_vicente
https://observador.pt/2018/07/17/presidente-de-angola-diz-que-com-certeza-vai-visitar-portugal-mas-sem-adiantar-datas/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/28/Angola-Marrocos-apreciam-cooperacao-bilateral,e69ecfdd-b273-4088-8a3d-0842646d3c68.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/lideres_escolhem_angola_para_presidencia_da_cplp
https://opais.co.ao/index.php/2018/07/22/angola-e-quenia-reforcam-cooperacao-no-dominio-politico-e-economico/
https://opais.co.ao/index.php/2018/07/22/angola-e-quenia-reforcam-cooperacao-no-dominio-politico-e-economico/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/30/Chefe-Estado-angolano-convidado-visitar-Republica-Quenia,9be1819a-5deb-47e5-978c-d0bffc585738.html
https://opais.co.ao/index.php/2018/07/23/cancelado-encontro-joao-lourenco-kabila/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/presidente_do_governo_espanhol_confirma_visita_de_estado_a_angola
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/30/Africa-Sul-Joao-Lourenco-Joanesburgo,e7b88afb-59ef-4e0a-80a1-bf6fa92308fa.html
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（２）ヨハネスブルグにて開催されたＢＲＩＣｓ

サミットにおいて，ロウレンソ大統領は，将来的

にアンゴラは新興経済国の集合体であるＢＲＩＣ

ｓに加盟したい意向を有していることを明らかに

し，この目標を達成するため，アンゴラはＢＲＩ

Ｃｓ加盟国を模範とする必要があるとした(AP 

7/28)。 

（３）ヨハネスブルグにて開かれているＢＲＩＣ

ｓサミットのマージンにおいて，ロウレンソ大統

領は，ロシアのプーチン大統領と会談を行い，両

者は両国が有してる経済・商業的関係を深める必

要がある旨確認した。ロウレンソ大統領はまた，

採掘産業に代表されるアンゴラ経済へのロシアの

関与について，その他の分野に今後協力関係が波

及していくことを期待するとした。また，ロウレ

ンソ大統領はインドのナレンドラ・モディ首相と

も会談を行った(JA 7/27)。 

（４）７月２５日～２７日の間に開催された第１

０回ＢＲＩＣｓサミットの場において，アウグス

ト外務大臣は，今後アンゴラと南アは，採掘産業，

インフラ，農業，観光，金融等の分野において協

力関係を深めていき，８月上旬にはラマポーザ南

ア大統領のルアンダ訪問が予定されており，両国

は複数の二国間経済協力協定に署名する予定であ

ると表明。同大臣は，両国の間での交渉は順調に

進んでおり，とりわけ，金融部門は重要な部門と

して捉えており，同部門での協力なしに他部門で

の関係強化はないとした。また，アンゴラにとっ

て南アは戦略的パートナーであり，南アにとって

もアンゴラは戦力的パートナーであると述べた

(OBS 7/28)。 

１１．ソウザ副大統領のトーゴ訪問 

３０日，ロメ（トーゴ）にて，ボルニト・デ・

ソウザ副大統領は，中部アフリカ諸国経済共同体，

西アフリカ諸国経済共同体の合同サミットに出席

し，「平和・安全保障・治安安定・テロ及び過激

な暴力行為との戦いに関する宣言」の重要性を強

調した(JA 7/31)。 

１２．アウグスト外相のジンバブエ訪問 

ＳＡＤＣオブザーバーミッションのコーディネ

ーターとして，アウグスト外務大臣はジンバブエ

を訪問。３０日に平和裏に実施された大統領選挙

の投票を見守った(JA 7/31)。 

１３．中国・アンゴラ関係 

中国とアンゴラは，司法システムにおける知見

及び両国民が関与する司法裁判に関する情報の共

有において協力関係を深めることに合意した。こ

の決定は，２４日に開かれたリウ・リジェン中国

人民解放軍軍事裁判所長官とヘルデル・ピッタ・

グロスアンゴラ検察庁長官の会談の中でなされた

(JA 7/25)。 

１４．新駐日本大使の任命 

３１日，ロウレンソ大統領は，ヴィセンテ・ム

アンダ氏を駐コンゴ共和国大使，ルイ・オルラン

ド・フェレイラ・デ・セイタ・ダ・シルヴァ・シ

ャビエル氏を駐日本大使，エドゥアルド・フィロ

メノ・レイロ・オタビオ氏を駐ルワンダ大使にそ

れぞれ任命した(AP 7/31)。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１） 物価 

ア 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国

版の７月期の年間インフレ率は，19.01%だった。

昨年同月比で 8.28 ポイント下落した。月間物上

昇率は 1.25％。 

イ 物価指数が前月比で最も上昇したのは，衣服

(2.11%)，各種モノ・サービス(1.63%),保健

(1.61%)，レジャー・レクリエーション・文化 (1.57%)。 

 

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/30/Angola-almeja-integracao-nos-BRICS,c62bc940-07ee-4622-8a5e-fa8491028d86.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/30/Angola-almeja-integracao-nos-BRICS,c62bc940-07ee-4622-8a5e-fa8491028d86.html
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_conta_com_a_russia_para_potenciar_a_economia
https://observador.pt/2018/07/28/angola-assina-acordos-de-cooperacao-economica-com-a-africa-do-sul-em-agosto/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_defende_uniao_contra_o_terrorismo
http://jornaldeangola.sapo.ao/mundo/africa/observadores__consideram_eleicoes__pacificas_e_harmoniosas
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/china_pretende_cooperar__no_dominio_da_justica
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/31/nomeia-embaixadores-Congo-Japao-Rwanda,c6df1ee8-fc74-4dbc-9779-76d753b4c5cf.html
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（２）金利 

ア １７日に開催された金融政策委員会（CPM）

は，政策金利のBNA基礎利率（Taxa BNA）は，年

率18.00%から16.5%に下げる旨決定。 

イ クワンザ建ての銀行口座における最低預金額

高をそれぞれ１９％から１７％に下げる決定を行

った。外貨建てに関しては１５％で維持。 

 

（３）為替市場 

 ７月３１日，為替相場は１USD＝256.97263AKZ

で推移。 

（４）BNA 発表の外貨準備高統計 

 

 

 

 

（５）マネーサプライ統計 
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２．石油・ガス 

（１）ソナンゴルの再編成 

ソナンゴルは，自社ビジネスのスリム化のため

権益の売却を検討している。今回売却が検討され

ている鉱区は，15/06，31，32（それぞれソナン

ゴルが２０％以上の権益を保持）を含む１０鉱区

である由(AN 7/3)。 

（２）燃料価格の引き上げ 

マンゲイラ財務大臣によれば，税制強化，歳出

の削減のための戦略として，財務省とソナンゴル

は燃料価格の引き上げを今年中に実施する予定で

ある(AN 7/4)。 

（３）石油生産の減少 

OPEP の公表データによると６月のアンゴラの

石油生産量は前月比で８万８３００バレル/日量

の減少となり、アフリカで生産量トップであるナ

イジェリアとの差が広がった。同データによれば

アンゴラの石油生産は１４３．１万バレル。なお

ナイジェリアは２万７８００バレル増加し、日量

１６６万バレルの生産量(各紙 7/12)。 

（４）原油生産収入 

アンゴラ財務省は、アンゴラは６月に４７３９

万バレルを輸出（※前月比でマイナス１５０万バ

レル）し、バレル当たりの平均価格は６８．８ド

ルから７５．１５ドルに上昇した旨を明らかにし

た (AN 7/18)。 

（５）ソナンゴルの動向 

プレスリリースを通じて，ソナンゴルは，一部

で報じられていた同社がアンゴラにおける石油の

生産事業から撤退するとの情報を否定し，今後自

社の本来のコアビジネスである調査，開発，生産

に引き続き注力し，再編を行っていくなかで，企

業の効率性と収益を高めるためにいくらかの石油

鉱区における権益を売却する可能生はあるとした

(AP 7/23)。 

（６）６月の石油由来歳入 

６月の石油輸出による収益は３０億５０００万

ユーロを記録。これによる歳入は１０億１５００

万ユーロであり，過去４年半の間で最大の歳入額

を記録した(OBS 7/18)。 

（７）トタルの新油田 

２７日，ソナンゴル，トタル及び第３２鉱区の

その他関連会社は，カオンボ・ノルテにおける浮

体式生産貯蔵積出設備（ＦＡＳＯ）での石油生産

を開始したと発表した。カオンボ・ノルテの石油

生産能力は日産１１万５０００バレルであり，２

０１９年にはこれに加え，カオンボ・スルにおけ

る石油生産も開始され，両油田の総生産能力は日

産２３万バレルに達する見込み(AP 7/27)。 

３．Ecobank の営業停止 

アンゴラ中央銀行は EcoBank の営業権を停止す

ることを決定した。中銀によれば，同銀行は金融

機関基本法で定めされている営業開始に関する期

限を順守しなかったため今回の事例が発生した

(OSB 7/6)。 

４．ＢＮＡによる外貨放出 

今年上半期にＢＮＡによる外貨オークションを

通じて市中銀行に放出された外貨は約５６億ドル

で，約７６億ドルであった２０１７年上半期と比

して２６．６％の減少を記録した。この外貨放出

減少の要因として専門家は現在の外貨準備高が昨

年の同時期に比べて低い点を指摘する(EX 7/6)。 

５．中国企業の活動 

アルナルド・カラド／アンゴラ・中国商工会議

所会頭によれば，ここ数年の間に２８万人の中国

人がアンゴラを去り，その理由の一つとしてアン

ゴラにおける治安状況の悪化があげられるとした。

同会頭によれば，過去１２ヶ月の間に開始された

１５７のプロジェクトの内，現在まで実施されて

いるものは１７プロジェクトにしか満たない(AN 

7/3)。 

６．英国の新規融資 

ロウレンソ大統領は，国庫支援を目的として，

英国の Gemcorp 社から２億５０００万ドルの融資

（最大５億ドルまで引き上げることが可能）を取

り付ける内容の大統領令に署名を行った(OBS 

7/2)。 

７．ルアンダ港 

アルベルト・ベンゲ／ルアンダ港湾公社総裁に

よれば，ルアンダ港は昨年７７０万トンであった

http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58368/sonangol-vai-reduzir-participacoes-em-blocos
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58386/preco-dos-combustiveis-pode-ser-reajustado
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58470/petroleo-rendeu-em-junho-o-valor-mais-alto-em-quatro-anos-e-meio
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/6/30/Sonangol-nao-deixara-produzir-petroleo-Pais,97fb5075-7d18-414a-9c6d-2172dd86cf45.html
https://observador.pt/2018/07/18/petroleo-angolano-rendeu-em-junho-o-valor-mais-alto-em-quatro-anos-e-meio/
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/6/30/Sonangol-parceiros-anunciam-inicio-producao-Kaombo,83ade026-9440-4e03-88d5-090ab4ffe7c7.html
https://observador.pt/2018/07/06/grupo-africano-ecobank-deixa-caducar-licenca-para-estabelecer-banco-em-angola/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58367/inseguranca-%E2%80%98trava%E2%80%99-investimento-chines-em-angola
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58367/inseguranca-%E2%80%98trava%E2%80%99-investimento-chines-em-angola
https://observador.pt/2018/07/02/gemcorp-financia-angola-com-mais-430-milhoes-de-euros/
https://observador.pt/2018/07/02/gemcorp-financia-angola-com-mais-430-milhoes-de-euros/
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取扱貨物量を８００万トン以上に増加させること

を目標としている(AP 7/4)。 

８．ＦＩＬＤＡ 

（１）１０日（火）、ルアンダ国際産業見本市

FILDA が開催され（～１４日まで）、開会式でフ

ォンセカ経済企画大臣は、企業及び企業家は経済

多角化に向けて重要であり、民間セクターの促進

こそが多角化の鍵であると述べた。FILDA には３

７０社以上の企業が参加し、約２６０社がアンゴ

ラ企業となり、４０社はポルトガル企業（注：報

道により若干数字のズレあり）。FILDA2018 はル

アンダ経済特区で開催しており、１日あたり６０

００人の入場者を見込んでいる（各紙 7/11）。 

（２）１２日、第３４回ルアンダ国際産業見本市

FILDA のサイドイベントで経済企画省による民間

投資に関するセミナーが実施された（AP 7/12）。 

（３）１４日（土）、第３４回ルアンダ国際産業

見本市 FILDA が終了。今回の FILDA への海外から

の出展ではポルトガルが最も多い２５企業の出展

となった。またグランドウィナーとして通信会社

UNITEL が選ばれた他、優秀企業賞として Gin 

Kianda（飲料分野）、Quinta dos Jugais（食品

分野）等が選出された。なお暫定発表によれば、

第３４回 FILDA には国内外より５万人が参加した

(OP 7/16 ）。 

９．中国による農業研修 

２５人の農業・森林省員及び農業研究機関のメ

ンバーが農業分野における研修を受けることを目

的として中国を訪問する。同研修は中国側が経費

を負担し，７月１１日～３１日の日程で実施され

る(AP 7/8)。 

１０．観光誘致 

８日，ホテル・観光省の諮問委員会はホテル料

金及び航空運賃の値下げを行う努力を引き続き続

けるべきであるとした。ブラガンサ／ホテル・観

光大臣はいくらかのホテルは公表しているクラス

にそぐわないサービスを提供しており，５つ星の

ホテルでありながら３つ星レベルのサービスを提

供しているケースが散見されるとした(AN 7/7)。 

１１．財政収支 

国家開発計画 2018-2022 によれば，2018 年の

歳入はＧＤＰ比の 20.2%，歳出は 22.7%で，2.5%

の財政赤字を見込んでおり，これが 2019 年には

1.9%に減少し，翌 2020 年には 0.4%の黒字に転じ

る見込み(OBS 7/8)。 

１２．外貨準備高 

６月の外貨準備高は１２９億８６００万ドルと

なり，１４１億２０００万ドルであった対前月比

で１０％減少した。今回の準備高減少の理由は定

かではないが，５月以降ＢＮＡは，外国企業に対

し負っている支払い義務を果たすための計画を実

施してきており，相当量の外貨を市中銀行に放出

来ている経緯がある(OBS 7/9)。 

１３．ＦＩＴＣＨ社の評価 

格付け会社の Fitch 社は，アンゴラ経済の見通

しについて，為替制度の管理の改善及び諸改革実

施の影響を受け「Negative」から「Stable」に上

方修正。ソブリンクジットの質に関しては「Ｂ」

で変わらず。同社は今年アンゴラ経済は２．３％

の成長が見込まれ，２０１９年には２．５％成長

すると予想している(OBS 7/10)。 

１４．BCI 銀行 

１０日（火）、商業産業銀行（BCI）の２０周

年記念式典が開催された。フィロメノ・セイタ総

裁は、各行における不良債権が高い水準となって

いる旨に言及しつつ、同行では不良債権処理に向

けて１３０億クワンザの引当金を準備している旨

を述べた。セイタ総裁は BCI が抱える具体的な不

良債権額には言及しなかったものの、約２５％が

不良債権化しているとされており、財務省並びに

Recredito 社（債権回収公社）と協働して、不良

債権の処理に取り組む点を明らかにした(JA 

7/11)。 

１５．付加価値税（VAT）の導入 

LUSA 社の取材によれば２０１９年にアンゴラ

が導入する予定である付加価値税（VAT.ポルトガ

ル語で IVA）につき、政府案では税率を１４％一

律でとなっていることが明らかになった。なお基

礎食料品（セスタ・バジカ）、燃料、医薬品、医

療行為等については免税となる。VAT の導入は、

http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/6/27/Porto-Luanda-pretende-aumentar-movimento-carga,bbee4f8b-979e-4c16-b1f2-e42074f6e590.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/economia/2018/6/28/PDN-visa-recuperar-crescimento-economia,3fe394cc-7eda-4ea5-988f-8747d6e3f4d3.html
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/educacao/2018/6/27/Angolanos-serao-formados-agricultura-China,568d0375-012c-4e11-87f4-18ad7be150e7.html
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58399/precos-na-hotelaria-devem-ser-reduzidos
https://observador.pt/2018/07/08/angola-so-preve-equilibrar-contas-publicas-em-2020/
https://observador.pt/2018/07/09/reservas-angolanas-cairam-1-200-milhoes-de-euros-entre-maio-e-junho/
https://observador.pt/2018/07/10/fitch-melhora-perspetiva-de-evolucao-da-economia-de-angola-de-negativa-para-estavel/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/bci_quer_sustentar_o_malparado_com_13_mil_milhoes_de_kwanzas
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/bci_quer_sustentar_o_malparado_com_13_mil_milhoes_de_kwanzas
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現行の消費税のシステムに取って代わるものとな

る（DN 7/13）。 

１６．イザベル氏の企業を公共事業から除外 

７月１２日の大統領令を通じ、ロウレンソ大統

領はカクロカバサダム建設に関する請負企業のコ

ンソーシャムから２企業を除外することを決定し

た。なお同２企業のうちの１つはイザベル・ド

ス・サントス氏と関係のある企業。除外されたの

は CGGC＆Niara ホールディングス及び Boreal 

Investment 社の２社であり、同大統領令の決定

によりカクロカバサダム建設の契約は CGGC 社の

単独の契約となった（OBS 7/14）。 

１７．スイス司法当局がアンゴラ資産凍結 

アンゴラ及びスイス司法当局の意見交換後、ス

イスに所在するアンゴラソブリンファンドの資産

２億１０００万ドルのうち、６０００万ドル分が

資金洗浄の疑いにより凍結されることが発表され

た（AN 7/14）。 

１８．韓国輸出入銀行による融資（漁業） 

１６日、ヴィトリア・バロス漁業大臣は、アン

ゴラ政府が韓国輸出入銀行との間で、Edipesca

社（漁業関連公社）の改修に向けた５７００万ド

ルの融資協定を締結した旨を発表した。バロス漁

業大臣によれば、同プロジェクトは市場への漁業

資源の恒常的な供給に資すると共に、肥料や魚粉

加工、衛生といった諸問題の解決につながると述

べた。今後工事請負企業決定に向けた入札が行わ

れる予定となっている（JA 7/17）。 

１９．国営企業の民営化 

アンゴラ政府は国営企業への補助金を半分にカ

ットするとともに、今後４年間で少なくとも２０

社の民営化を実現することを明らかにした。先月

末に承認・公表された２０１８～２０２２年国家

開発計画（PDN）にて民営化の意向が示されてお

り、政府の介入はより戦略的な分野に集中させる

ことが目的であると述べられている。２０１８年

の国家予算によれば、政府による公的企業への補

助金は、非金融部門に２１２６億クワンザ（７億

２０００万ユーロ）、金融部門に１２３億クワン

ザ（４２００万ユーロ）が計上されている（各紙 

7/16-17）。 

２０．ダイヤモンド業界の損失 

ENDIAMA のデータによれば、２００７年以降ダ

イヤモンドは国際価格より約３０％程度低く見積

もられた価格で売却されており、２０１７年まで

の１１年間で約５０億ドル分の損失が発生してい

ることが判明した。これはダイヤモンド販売公社

SODIAM が「優先顧客」に対してダイヤモンド販

売を行っていたのが原因とされている。優先顧客

にダイヤモンドが割り当てられていた旧来方式で

は、本来国庫に入る予定だったロイヤルティー

５％、印紙税１％、前払い工業税２．５％にあた

る４億２千万ドル分のアンゴラ政府への損失が発

生している計算となる（EX 7/13）。 

２１．アンゴラ中央銀行の利下げ 

１７日、アンゴラ中央銀行（BNA）の金融政策

委員会が行われ、基礎金利（Taxa de juro base）

を１８％から１６．５％へ引き下げ、また直近の

経済指標の回復を受けて国内通貨クワンザの法定

準備率の引き下げ（１９→１７％。※外貨につい

ては１５％で維持）を行う旨を決定した。金融政

策委員会報告書によれば、インフレ率は８ヶ月続

けて減少しており、マクロ経済プログラムで想定

されている２３％以下という目標実現に向けて引

き続きインフレ率の減少傾向が続くことが望まし

いと述べられている（各紙 7/17）。 

２２．バハ・ド・ダンデ港建設計画 

（１）大統領令にてバハ・ド・ダンデにおける公

共事業の受注契約（１５億ドル）を撤回された

Atlantic Venture 社（前大統領娘であるイザベ

ル氏と資本関係あり）によれば、今回の大統領令

について驚きをもって受け止めているとし、同社

声明にて本契約の受注は全ての法的事項をクリア

した透明な入札プロセスを経て行われたものであ

り、今回の政府決定（大統領令）に関しては法的

手段を執る用意がある旨述べた（各紙 7/15-17）。 

（２）運輸省は，プレスリリースを通じて

Atlantic Ventures 社に付与されていたバハ・

ド・ダンデ港の建設・管理に関する権益を撤回し，

https://www.dn.pt/lusa/interior/iva-fora-da-cesta-basica-combustiveis-ou-medicamentos-em-angola-9587327.html
https://observador.pt/2018/07/14/empresa-associada-a-isabel-dos-santos-fora-de-obra-de-milhoes-em-angola/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/58449/suica-desbloqueou-60-milhoes-de-dolares-bloqueados-ao-fundo-soberano-de-angola
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/credito_sul-coreano_reactiva_a_edipesca
https://jornalf8.net/2018/da-fase-exonerar-governo-agora-pretende/
https://jornalf8.net/2018/da-fase-exonerar-governo-agora-pretende/
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新たに公開入札を実施する旨表明した。同省は

Atlantic Ventures の資本金の４０％は政府が有

していたという疑惑を否定。同社の役割は新港建

設に関する権益を外国企業に付与するための仲介

役を担うことであったと説明(JA 7/21)。 

（３）アンゴラ政府は，バハ・ド・ダンデ港建設

計画における権益を剥奪されたとして政府を相手

に訴訟を行う意思を示しているイザベル・ドス・

サントス氏（権益を保持していた Atlantic 

Ventures に関与しているとされる）及びドス・

サントス前大統領に対し，刑事的な責任追及を行

うつもりであると表明(AO24 7/23)。 

２３．アンゴラ中央銀行の外貨販売 

２０１８年１月から６月にかけて、アンゴラ中

央銀行 BNA は市中銀行に対し外貨入札を通じて５

７億５千万ユーロ分を販売した。１月からは、１

日あたり３１５０万ユーロを市場に供給している

計算となるが、前年同期比では１６％減（VE 

7/19）。 

２４．アンゴラ・コンゴ(民)が協定締結（電力） 

１８日、アンゴラとコンゴ(民)はカビンダ州に

てエネルギー分野の協力枠組み協定を締結した。

本協定はインガダムからカビンダ州までに２２０

KV の送電網を建設することを目的としており、

ボルジェス電力・水大臣（アンゴラ）とイフォト

電力・水資源大臣（コンゴ(民)）との間で締結さ

れた。送電線はコンゴ(民)インガから、同国

Boma 市、Muanda 市を経由してアンゴラのカビン

ダ州を繋ぎ、コンゴ(民)領域 179Km, アンゴラ領

域 47.5Km を通過する（7/20 Portal do 

Governo）。 

２５．世銀による２．４億ドルの新規融資 

１８日、マンゲイラ財務大臣と Lambert 世銀ア

ンゴラ事務所代表は２．８億ドル（２．４億ユー

ロ）の融資協定を締結。Lambert 代表によれば同

融資はルバンゴ市、ンダラタンド市などの９都市

の水供給サービスの改善＆拡大に当てられる由

（OBS 7/19）。 

２６．ダイヤモンドセクター 

南アのダイヤモンド企業のミッションが当地を

訪問。ラウレアノ・パウロ Endiama 戦略計画・鉱

山開発担当役員は，アンゴラのダイヤモンド部門

はより多くの南ア企業が当地におけるダイヤモン

ド開発に参入することができるよう準備を行って

いると述べた(JA 7/22)。 

２７．国内電力生産 

アンゴラ政府は，２０２２年までに国内電力生

産能力を５４００メガワットに拡大することを計

画している。この内，約３０％は民間の発電所に

由来するものであり，これに加えて，農村部電化

庁を新しく立ち上げる予定(OBS 7/24)。 

２８．南アのアンゴラへの投資 

南ア貿易・工業省の代表によれば，同国はアン

ゴラへの投資を見込む南ア人企業家らに対し２２

００万ドルの資金援助を行う用意があると述べた。

投資分野としては，航空，工業，鉄道部門が挙げ

られ，とりわけベンゲラ鉄道公社，ロビト，ナミ

ベ，ルアンダ各駅への投資が奨励される(JA 

7/24)。 

２９．アンゴラ・英国関係 

ジェシカ・ハンド駐アンゴラ英国大使によれば，

英国は今後アンゴラ経済の成長を支援し，両国の

貿易を活性化する意向を有している。２０１７年

のアンゴラと英国間の貿易総額は９億ドルを記録

した。英国は石油部門を基軸としたアンゴラとの

良好な二国間関係を今後再生可能エネルギー，農

業，建設，インフラ等の分野においても発展させ

ていきたいとした(AP 7/26)。 

３０．スペイン・アンゴラ関係 

スペイン中小企業国家連盟協会の代表団がロー

カルのビジネスパートナーを探すためナミベ州を

訪問している。同代表団はジョゼ・アントニオ・

ティンドンゴ／ナミベ州副知事と会合をもち，同

州の観光，漁業，鉱業（花崗岩），塩業等におけ

るポテンシャルについて説明を受けた。同代表団

はこれまでにコートジボアール，ベニン，ブルキ

ナファソを訪問してきており，いずれもローカル

のビジネスパートナーを見つけることを目的とし

ている(ME 7/26)。 

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/governo_desmente_participacao_na_sociedade_atlantic_ventures
http://www.angola24horas.com/index.php/sociedade/item/11062-governo-angolano-admitem-responsabilizar-criminalmente-isabel-dos-santos-e-jose-eduardo-dos-santos
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/mercados-e-financas/item/4033-bna-vende-mais-de-31-milhoes-de-euros-por-dia-a-bancos-comerciais
http://www.valoreconomico.co.ao/economia-politica/mercados-e-financas/item/4033-bna-vende-mais-de-31-milhoes-de-euros-por-dia-a-bancos-comerciais
http://www.governo.gov.ao/VerNoticia.aspx?id=35589
http://www.governo.gov.ao/VerNoticia.aspx?id=35589
https://observador.pt/2018/07/19/angola-fecha-financiamentos-de-240-milhoes-do-grupo-banco-mundial/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/sector_diamantifero_aberto_aos_empresarios_sul-africanos
https://observador.pt/2018/07/23/angola-quer-duplicar-producao-de-eletricidade-e-garantir-30-de-centrais-privadas/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/governo_sul-africano_garante_credito_de_22_milhoes_de_dolares
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/governo_sul-africano_garante_credito_de_22_milhoes_de_dolares
http://www.angop.ao/angola/pt_pt/noticias/politica/2018/6/30/Reino-Unido-perspectiva-aumento-das-trocas-comerciais-com-Angola,514c436c-8ed7-4c5b-9294-616b000a9881.html
http://mercado.co.ao/business/empresarios-espanhois-visitam-provincia-do-namibe/
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３１．非石油部門歳入の増加 

アンゴラ国税庁（ＡＧＴ）によれば，２０１８

年第一四半期において，非石油セクターから２６

４７億クワンザ（約８億９０００万ユーロ）の歳

入を記録した。同額は２０１７年の同時期比で

４％の増加。歳入増加の背景には金融，ダイヤモ

ンド，通信分野等において活動する３５０社によ

る貢献が大きかった由(OBS 7/26)。 

３２．繊維工場の運営権承認 

２５日に開かれた閣議において，Africa 

Textil, Nova Textang II, Ex-Satecc の３工場

の運営権の承認が行われた。この他，モロッコと

アンゴラ両国の外交・公用・特別旅券保持者に対

して査証を免除する旨の決定がなされた(AO24 

7/25)。 

３３．ＴＡＡＧ再編 

ジョゼ・キビングア／アンゴラ国営航空（ＴＡ

ＡＧ）取締役会会長は，現在運営費を見直してお

り，今後約１００万ドルの経費削減を行う見込み

であると表明。キビングア取締役会会長は，今後

ポルトガル及びブラジル便の乗客を増加させるた

め，サービス内容の向上を図る必要があるとした。

また，人員削減の可能性について，現在３０００

人とされる従業員の内，１５００人ほどが定年退

職の時期にさしかかっており，現状リストラを実

施する予定はないとした(JA 7/27)。 

３４．マランジェ州における農業投資 

カルロス・フェルナンデス／カパンダ産業地区

開発社代表によれば，マランジェ州に所在するカ

パンダ農産業地区における推定投資額は，１２億

ドルに達する見込みである。この推定投資額は同

社と民間企業との間で交わされた３６の投資契約

の内容から算出されたものである(ME 7/28)。 

３５．IMF ミッションの訪問 

一週間前からルアンダを訪問中の IMF ミッショ

ンは，アンゴラは２０１９年以降，付加価値税

（ＶＡＴ）を導入する準備が整っていると評価し

た。同税の導入に携わる技術コーディネーターに

よれば，２０１９年以降，ＶＡＴは段階的に実施

される見込みであり，初期段階においては合計４

０８の大規模納税者からのみ徴税を行う予定(AP 

7/30)。 

３６．イザベル氏の不正送金疑惑 

今年３月に開始されたイザベル・ドス・サント

ス氏がソナンゴル総裁（当時）の権限を行使しド

バイの企業に対し３８００万ドル以上の送金を行

った件に係る調査について，アンゴラ検察局は今

月１７日，同氏への聞き取り調査を依頼した。現

在に至るまで，本件に関して同氏から回答は得ら

れておらず，検察局は再度調査依頼を行う予定

(OBS 7/30)。 

３７．航空機の購入 

アンゴラ政府は，架空会社であるとしてロウレ

ンソ大統領が解体した Air Connection 社が当時

発注を依頼していた Bombardier 社の DH8-Q400 型

の航空機６機について，今後アンゴラ国営航空

（ＴＡＡＧ）が当該６機を引き取る方向で

Bombardier 社との交渉にあたることを決定した

(VE 7/30)。 

３８．外貨オークションの開催 

７月３０日，３１日に開催された外貨オークシ

ョンにおいて,ＢＮＡは３億４８１９万ユーロを

市場に放出した。放出された外貨は主に外国人エ

キスパートの給与支払いに充てられる。今回のオ

ークションを経て，為替相場は３０１．３クワン

ザ／ユーロとなり，１月から３９％の下落を記録

した(OBS 8/1)。 
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